
て
ん
ぶ
ん
ほ
っ
け
の
ら
ん

天
文
法
華
の
乱

15知
る

■
「
題
目
の
巷
」

法
華
宗
と
京
都

鎌
倉
時
代
末
、
永
仁
二
（
一
二
九
四
）
年
に
上
洛
し
た
日
像
に
よ
っ

に
ち
ぞ
う

て
、
は
じ
め
て
京
都
に
法
華
宗
（
日
蓮
宗
）
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
つ
け
し
ゆ
う

以
後
、
法
華
宗
は
日
像
派
を
は
じ
め
多
く
の
流
派
を
形
成
し
、
応
仁

・
文
明
の
乱
（
一
四
六
七
～
七
七
）
前
後
に
は
、
洛
中
に
本
山
だ
け
で

二
十
一
か
寺
を
数
え
る
ま
で
に
拡
大
し
、
京
都
は
「
題
目
の
巷
」
と

だ
い
も
く

ち
ま
た

称
さ
れ
ま
し
た
。
題
目
と
は
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
七
文
字
の
こ
と

な
む
み
よ
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
よ
う

で
す
。

帰
依
者
の
中
に
は
公
家
・
武
家
も
い
ま
し
た
が
、
中
心
は
町
衆
で
、

特
に
土
倉
や
酒
屋
な
ど
が
信
者
の
中
核
と
な
り
ま
し
た
。

ど
そ
う

室
町
後
期
頃
、
法
華
宗
は
、
信
者
以
外
か
ら
は
施
し
を
受
け
ず
、
ま

た
施
し
を
与
え
な
い
と
い
う
不
受
不
施
の
法
理
に
従
い
、
戦
闘
的
な
立

ふ

じ

ゆ

ふ

せ

場
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
特
に
山
門
（
比
叡
山
延

さ
ん
も
ん

暦
寺
）
か
ら
た
び
た
び
攻
撃
を
受
け
、
進
ん
で
武
装
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

、

、

法
華
宗
の
武
装
は

町
の
自
治
と
自
衛
の
た
め
に
団
結
す
る
町
衆
や

松
ケ
崎
な
ど
近
郊
の
法
華
信
者
の
農
民
と
結
び
つ
き
、
門
徒
集
団
と
し

ま
つ
が
さ
き

て
武
器
を
携
え
身
命
を
賭
し
て
戦
う
「
法
華
一
揆
」
へ
と
発
展
し
て
い

ほ
つ
け
い
つ
き

き
ま
し
た
。
武
装
し
た
門
徒
は
、
旗
指
物
を
か
か
げ
、
題
目
を
唱
え
な

が
ら
京
内
を
巡
回
す
る
「
打
ち
ま
わ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

応
仁
・
文
明
の
乱
後
、
洛
中
に
乱
入
す
る
土
一
揆
や
諸
大
名
間
の
戦

闘
に
対
し
て
、
町
衆
は
武
力
を
た
く
わ
え
町
を
防
衛
し
ま
し
た
。
法
華

一
揆
は
、
時
に
は
武
家
の
軍
勢
と
と
も
に
参
戦
し
、
一
方
で
、
年
貢
の

減
免
要
求
を
掲
げ
て
抵
抗
を
示
し
ま
し
た
。

？

■
天
文
法
華
の
乱
っ
て
何

天
文
法
華
の
乱
は
、
天
文
五
（
一
五
三
六
）
年
、
山
門
お
よ
び
南
近

江
の
守
護
六
角
氏
等
が
、
京
都
の
法
華
宗
二
十
一
本
山
を
焼
き
討
ち
し

ろ
つ
か
く

た
戦
闘
の
こ
と
で
す
。

こ
の
時
期
、
将
軍
不
在
の
京
都
は
管
領
細
川
晴
元
の
支
配
下
に
あ
り

ほ
そ
か
わ
は
る
も
と

ま
し
た
。
天
文
元
年
、
晴
元
と
対
立
し
た
一
向
一
揆
が
入
洛
す
る
噂
が

広
が
る
と
、
法
華
一
揆
と
晴
元
が
同
盟
し
て
こ
れ
を
防
ぎ
、
翌
年
、
山

科
本
願
寺
を
焼
き
討
ち
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
大
規
模
な
法
華
一
揆
の

は
じ
ま
り
で
す
。

天
文
五
年
二
月
、
比
叡
山
延
暦
寺
西
塔
の
華
王
房
が
法
華
門
徒
の
松

（

）。

、

本
久
吉
と
宗
論
し
て
破
れ
ま
し
た

松
本
問
答

こ
れ
に
端
を
発
し

長
年
対
立
し
て
き
た
山
門
と
法
華
宗
と
の
戦
闘
に
発
展
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
天
文
法
華
の
乱
で
す
。

山
門
勢
は
、
六
角
氏
や
畿
内
近
国
の
大
寺
院
を
味
方
に
つ
け
、
七
月

二
十
二
日
早
朝
、
松
ケ
崎
城
を
襲
撃
。
続
い
て
六
角
定
頼
以
下
近
江
の

ろ
つ
か
く
さ
た
よ
り

軍
勢
が
三
条
口
・
四
条
口
を
攻
撃
し
て
洛
中
に
乱
入
。
法
華
宗
徒
の
町
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衆
は
総
力
を
挙
げ
て
戦
い
ま
し
た
が
、
法
華
寺
院
と
町
衆
が
集
住
す
る

下
京
は
焼
失
し
、
上
京
も
三
分
の
一
ほ
ど
が
焼
け
、
兵
火
に
よ
る
被
害

。

、

規
模
は
応
仁
・
文
明
の
乱
を
上
回
る
も
の
で
し
た

こ
の
乱
を
も
っ
て

法
華
一
揆
は
終
息
し
ま
し
た
。

乱
後
、
山
門
や
幕
府
か
ら
強
い
弾
圧
を
受
け
た
二
十
一
本
山
は
堺
の

末
寺
に
逃
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
京
都
に
帰
還
す
る
請
願
が
続
け
ら
れ

た
結
果
、
天
文
十
一
（
一
五
四
二
）
年
勅
許
が
下
り
、
十
五
本
山
が
京

都
に
戻
り
ま
し
た
。

歩
く
／
見
る

■
移
転
す
る
法
華
寺
院

法
華
宗
は
他
宗
派
か
ら
の
迫
害
や
諸
事
情
に
よ
り
、
多
く
の
寺
院
が

移
転
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
門
徒
に
下
京
の
町
衆
が
多
か
っ
た
の
で
、

多
く
の
寺
院
は
下
京
内
を
中
心
に
移
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
衆
の
自

治
・
防
衛
と
強
く
関
わ
り
、
寺
院
の
多
く
は
堀
や
土
塁
な
ど
の
防
衛
施

設
を
設
け
、
武
力
を
備
え
て
い
ま
し
た
。

洛
中
二
十
一
本
山
は
、
天
文
法
華
の
乱
で
焼
き
討
ち
さ
れ
、
堺
に
逃

れ
ま
し
た
。
の
ち
洛
中
に
再
興
さ
れ
た
寺
院
は
、
妙
顕
寺
、
要
法
寺
、

み
よ
う
け
ん
じ

よ
う
ほ
う
じ

、

、

、

、

、

、

、

本
圀
寺

妙
覚
寺

妙
満
寺

本
禅
寺

本
満
寺

立
本
寺

妙
蓮
寺

ほ
ん
こ
く
じ

み
よ
う
か
く
じ

み
よ
う
ま
ん
じ

ほ
ん
ぜ
ん
じ

ほ
ん
ま
ん
じ

り
ゆ
う
ほ
ん
じ

み
よ
う
れ
ん
じ

本
能
寺
、
本
法
寺
、
頂
妙
寺
、
妙
泉
寺
、
本
隆
寺
、
妙
伝
寺
の
十
五

ほ
ん
の
う
じ

ほ
ん
ぽ
う
じ

ち
よ
う
み
よ
う
じ

み
よ
う
せ
ん
じ

ほ
ん
り
ゆ
う
じ

み
よ
う
で
ん
じ

か
寺
に
減
少
。
さ
ら
に
、
天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
の
浄
土
宗
と
の
宗

論
（
安
土
宗
論
）
で
織
田
信
長
に
よ
っ
て
弾
圧
を
う
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
京
都
の
都
市
改
造
の
一
環
と
し
て
、
法
華
寺
院

の
大
半
は
寺
町
ま
た
は
寺
之
内
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

て
ら
ま
ち

て
ら
の
う
ち

■
妙
顕
寺

上
京
区
寺
之
内
通
新
町
西
入

み
よ
う
け
ん
じ

洛
中
二
十
一
本
山
の
一
。
法
華
宗
（
日
蓮
宗
）
四
大
本
山
の
一
。
開

基
は
京
都
に
法
華
宗
を
も
た
ら
し
た
日
像
。

に
ち
ぞ
う

元
亨
元
（
一
三
二
一
）
年
、
御
溝
今
小
路
（
現
大
宮
上
長
者
町
）
に

寺
地
を
賜
り
、
勅
願
寺
と
な
り
ま
し
た
。
暦
応
四
（
一
三
四
一
）
年
、

四
条
櫛
笥
に
移
転
。
こ
の
門
流
を
四
条
門
流

く
し
げ

と
い
い
ま
す
。

将
軍
家
祈
祷
所
と
な
り
、
町
衆
か
ら
も
帰

依
を
受
け
ま
し
た
が
、
山
門
か
ら
反
発
を
買

い
、
山
門
衆
徒
に
た
び
た
び
破
壊
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
つ
ど
天
皇
や
将
軍
か
ら
寺
地
を
賜

り
再
興
し
、
妙
本
寺
と
改
号
。
天
文
法
華
の

乱
で
灰
燼
に
帰
し
、
の
ち
二
条
西
洞
院
に
再

興
し
ま
し
た
が
、
天
正
十
二
（
一
五
八
四
）

年
、
秀
吉
の
妙
顕
寺
城
建
立
に
伴
い
現
在
地
に
移
転
さ
せ
ら
れ
ま
し

み
よ
う
け
ん
じ
じ
よ
う

た
。■

妙
覚
寺

上
京
区
新
町
通
鞍
馬
口
下
る

み
よ
う
か
く
じ

洛
中
二
十
一
本
山
の
一

四
条
門
流

永
和
四

一
三
七
八

年

日
実

。

。

（

）

、
に
ち
じ
つ

が
妙
顕
寺
よ
り
分
派
し
て
四
条
大
宮
に
建
立
。

文
明
十
五
（
一
四
八
三
）
年
に
は
室
町
将
軍
足
利
義
尚
の
命
で
二
条

あ
し
か
が
よ
し
ひ
さ

衣

棚
に
移
転
。
天
文
法
華
の
乱
で
焼
失
し
、
の
ち
旧
地
に
再
建
。
天

こ
ろ
も
の
た
な

正
十
（
一
五
八
二
）
年
本
能
寺
の
変
の
際
、
織
田
信
長
の
息
子
信
忠
の

、

。

（

）

宿
だ
っ
た
の
で

明
智
軍
に
攻
め
ら
れ
焼
失

天
正
十
九

一
五
九
一

年
、
豊
臣
秀
吉
の
命
で
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
境
内
に
檀
家
の
絵
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師
狩
野
家
一
族
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

■
妙
蓮
寺

上
京
区
寺
之
内
通
大
宮
東
入

み
よ
う
れ
ん
じ

洛
中
二
十
一
カ
本
山
の
一
。
四
条
門
流
。
開

基
は
京
都
に
法
華
宗
を
も
た
ら
し
た
日
像
。

に
ち
ぞ
う

永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
、
五
条
西
洞
院
に

卯
木
山
妙
法
蓮
華
寺
を
建
立
。
応
永
年
中
（
一

三
九
四
～
一
四
二
八
）
に
四
条
大
宮
あ
た
り
に

再
建
し
、
妙
蓮
寺
と
号
し
ま
し
た
。
天
文
法
華

。

、

。

の
乱
で
焼
失

の
ち

大
宮
元
誓
願
寺
に
再
興

（

）

、

。

天
正
十
五

一
五
八
七

年

秀
吉
の
命
で
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た

■
本
能
寺

中
京
区
寺
町
通
御
池
下
る

ほ
ん
の
う
じ

洛
中
二
十
一
本
山
の
一
。
本
門
法
華
宗
の
寺
。
応
永
二
十
二
（
一
四

一
五
）
年
、
妙
顕
寺
の
月
明
と
対
立
し
た
日

隆
に
よ
っ
て
高
辻
油
小

げ
つ
め
い

に
ち
り
ゅ
う

路
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
本
応
寺
と
称
し
て
い
ま
す
。

、

。

宗
派
内
部
の
対
立
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
の
ち

蛸
薬
師
大
宮
に
再
建

、

、

天
文
法
華
の
乱
で

同
寺
は
約
二
万
の
兵
で
四
条
口
を
守
っ
た
が
破
れ

。

、

、

寺
は
焼
失
し
ま
し
た

帰
洛
後

油
小
路
蛸
薬
師
に
移
転
し
ま
し
た
が

天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
本
能
寺
の
変
で
再
び
焼
失
。
天
正
十
五
年
秀

吉
の
命
に
よ
り
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

本
能
寺
の
変
当
時
の
寺
地
に
は
跡
地
を
示
す
「
此
附
近
本
能
寺
址
」

の
石
標
が
立
っ
て
い
ま
す
。

■
本
圀
寺

山
科
区
御
陵
大
岩

ほ
ん
こ
く
じ

洛
中
二
十
一
本
山
の
一
。
六
条
門
流
。
建
長
五
（
一
二
五
三
）
年
日

蓮
が
開
い
た
鎌
倉
松
葉
ヶ
谷
道
場
法
華
堂
が
前
身
。
の
ち
本
国
寺
と
号

し
ま
し
た
。

貞
和
元
（
一
三
四
五
）
年
、
堀
川
六
条
西
の
地
に
移
転
。
こ
の
門
流

を
六
条
門
流
と
い
い
ま
す
。
天
文
法
華
の
乱
で
焼
失
後
、
旧
地
に
復
し

ま
し
た
が
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
の
天
明
の
大
火
で
堂
舎
の
大
半

を
焼
失
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
、
現
在
地
に
移
転

し
ま
し
た
。
な
お
、
寺
号
を
「
圀
」
の
字
に
改
め
た
の
は
、
江
戸
時
代

、

。

初
期

徳
川
光
圀
の
庇
護
を
得
た
こ
と
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

■
妙
満
寺

左
京
区
岩
倉
幡
枝
町

み
よ
う
ま
ん
じ

洛
中
二
十
一
本
山
の
一
。
顕
本
法
華
宗
の
総
本
山
。
康
応
元
年
（
一

三
八
九
）
年
、
日

什
が
六
条
坊
門
室
町
に
開
創
。

に
ち
じ
ゆ
う

の
ち
四
条
東
洞
院
に
移
転
。
天
文
法
華
の
乱
で
焼
失
後
、
旧
地
で
再

。

。

（

）

、

建

安
土
宗
論
で
弾
圧
を
受
け
ま
し
た

天
正
十
一

一
五
八
三

年

秀
吉
の
命
で
寺
町
二
条
へ
移
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）

年
、
現
在
地
に
移
転
。

な
お
、
寺
町
二
条
の
妙
満
寺
境
内
に
は
京
の
名
水
の
一
つ
「
中
川
の

井
」
が
あ
り
石
標
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
寺
の
移
転
に
伴
い
石
標
も

現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

■
本
法
寺

上
京
区
小
川
通
寺
之
内
上
る

ほ
ん
ぽ
う
じ

洛
中
二
十
一
本
山
の
一

開
基
は
中
山
門
流
の
日
親

永
享
年
間

一

。

。

（

に
っ
し
ん

四
二
九
～
四
一
）
頃
、
四
条
高
倉
に
建
て
ら
れ
た
弘
道
所
に
は
じ
ま
り

ま
す
。

『

』

、

（

）

、

立
正
治
国
論

を
著
し
た
日
親
は

永
享
十
二

一
四
四
〇

年

り
つ
し
よ
う
ち
こ
く
ろ
ん

室
町
幕
府
将
軍
足
利
義
教
に
よ
っ
て
投
獄
さ
れ
ま
し
た
が
、
の
ち
三
条
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万
里
小
路
に
寺
を
再
建
。
天
文
法
華
の
乱
で
焼
失
後
、
一
条
戻
橋
の

い
ち
じ
よ
う
も
ど
り
ば
し

地
に
再
興
し
ま
し
た
。
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
、
豊
臣
秀
吉
の
命

に
よ
り
現
在
地
に
移
転
。
な
お
、
境
内
に
檀
家
本
阿
弥
家
一
族
の
墓
が

ほ

ん

あ

み

あ
り
ま
す
。

■
涌
泉
寺

左
京
区
松
ケ
崎
堀
町

ゆ
う
せ
ん
じ

松
ヶ
崎
は
、
比
叡
山
の
西
麓
に
位
置
す
る
天
台
宗
派
の
強
い
地
で
、

叡
山
三
千
坊
の
一
つ
観
喜
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
鎌
倉
末
期
、
日
像
に
よ

に
ち
ぞ
う

っ
て
法
華
宗
が
京
都
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
徳
治
二
（
一
三
〇
七
）
年
同

寺
の
僧
実
眼
は
法
華
宗
に
帰
依
。
寺
を
改
宗
し
て
寺
号
を
妙
泉
寺
に
改

じ
つ
が
ん

称
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
松
ヶ
崎
村
の
全
住
人
も
改
宗
し
、
洛
外
に
お

け
る
法
華
宗
拠
点
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
最
古
の
盆
踊
り
「
松

ヶ
崎
題
目
踊
り
」
は
、
実
眼
が
は
じ
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
文
法
華
の
乱
で
は
、
山
門
宗
徒
か
ら
ま
っ
さ
き
に
攻
撃
を
受
け
、

松
ヶ
崎
城
が
落
城
、
寺
も
焼
失
し
ま
し
た
。

天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
に
再
興
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
、
松

ケ
崎
小
学
校
の
敷
地
拡
張
に
伴
い
、
現
在
地
に
あ
っ
た
本
涌
寺
と
合
併

し
、
両
者
の
名
を
と
り
涌
泉
寺
と
改
称
し
ま
し
た
。
本
涌
寺
は
天
正
二

（
一
五
七
四
）
年
日

生
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
法
華
宗
の
僧
侶
養
成

に
つ
し
よ
う

の
た
め
の
学
問
所
で
、
松
ヶ
崎
檀
林
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

だ
ん
り
ん

な
お
松
ヶ
崎
で
は
、
八
月
十
六
日
夜

に
行
わ
れ
る
五
山
の
送
り
火
の
一
つ

「
妙

法
」
が
点
火
さ
れ
ま
す
。
妙
の
字

み
よ
う
ほ
う

は
、
村
民
が
改
宗
し
た
時
、
日
像
が
杖

で
「
妙
」
の
字
を
書
い
て
点
火
し
、
法

の
字
は
、
妙
泉
寺
の
末
寺
下
鴨
大
妙
寺

の
日

良
が
書
い
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
寛
文

に
ち
り
よ
う

二
（
一
六
六
二
）
年
刊
行
の
名
所
案
内
記
『
案
内
者
』
に
は
、
送
り
火

あ
ん
な
い
し
や

「
妙
法
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
初

期
に
は
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。


